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【テンション仕様 ・浴室仕様】

【テンション仕様 ・浴室仕様】 【テンション仕様 ・浴室仕様】

【全仕様共通】

１．プレート受けを取付けます。

●取付け方法 （１）

●取付け方法 （３）

①プレート受けを貼り付ける壁面の汚れや油分、水滴等を乾いた布等できれいに拭き取って

   ください。 また、プレート受けの背面も同様に拭き取り、付属の両面テープをプレート受けに

　 貼り付けてください。  

２．製品を取付けます。

●取付け方法 （２）

●操作方法

①製品を持った状態で左右のサイドブラケットをプレート受けのツメにのせてください。

開閉操作

●お手入れ方法

・ 日頃のお手入れはハンディモップ等でほこりを取払ってください。

・ 油気の多いところでは、汚れをこまめに拭き取ってください。

・ 汚れがひどいときは、中性洗剤を薄めたものをご使用ください。 また洗剤を使用した後は

　必ず水拭きをして、 洗剤成分をきちんと拭き取ってから乾かしてください。

　住宅用中性洗剤の中には洗浄力が強いものも多いので台所用洗剤をおすすめしています。

・ チルトポールを回転すると、 スラットの角度調整ができます。  

昇降操作

・ 昇降操作は、スラットを水平にした状態で行ってください 。

・ 昇降操作は、必ず操作コード（もしくはイコライザー）を持ち操作してください。

高さ調整機能 ダイヤル１/４回転で約５mm窓枠や床面にぴったりと収めることができます。

①テープホルダーのダイヤルの溝部分にコインを差し込み

　 時計回りに回転させると製品高さを縮められます。

   製品高さを確認しながら少しずつ調整してください。

②調整の際は、ダイヤルの付いている全てのテープホルダー

   を同じだけ回転させ製品高さを合わせてください。

※万が一縮め過ぎた場合は、 ダイヤルを回した方向と逆に

　 回し、 ラダーコードを手で引っ張ると元の製品高さに戻す

　 ことができます。

※ブラインドが降りないとき、 ストッパーが解除できないとき
商品出荷時には昇降コードが強く引かれてストッパーが固定されています。

イコライザーを引きながら、 昇降コードを１本ずつ下に引くと、 ストッパーが解除されて

通常通りに操作ができます。

・ 操作コード （もしくはイコラ

　イザー） を内側斜め下に

　引き、 そのままコードを緩

　めると下降します。

・ 操作コード （もしくはイコラ

　イザー） を下に引くと上昇

　し、 コードを軽く外側に動

　かすと止まります。

②製品と壁面との隙間が左右均等になるように製品の位置を調整してください。

④レバーを右図のように操作して、ヘッドボックスを

　固定してくださ い。 レバーを操作することにより、

　ヘッドボックスの両サイド（プレート受け）に突っ

　張る力が加わり製品が固定されます。

⑤左右のボックスカバーをスライドさせ、サイドブラケット部をカバーします。このとき、プレート

　 受けを取付ける際に付けた両面テープを、ボックスカバー内に折り込んで収めてください。 

 　

⑥確実にヘッドボックスがプレート受けに止まっていることを確認してください。

③左右のダイヤルが手で回らなくなるまで

   （固くなるまで）、図のように左右均等に

   回してください。

　 ※左右でダイヤルの回転方向が異なります。

②貼り付け位置を決めたら、プレート受けを貼付けてください。貼付ける際は、プレート受けの

　 上部を天井面に合わせ、前後左右が水平になるように貼り付けてください。   

③取付け面にプレート受けを強く押し付け、 しっかり貼り付いているか確認してください。 

< 貼り付けた状態 >

←赤いラインの位置

両面テープ 

赤いライン 

・ プレート受けを貼り付ける際に 、貼り付け面に汚れ・水分等が付着していると、両面テープの

　粘着力が弱くなり、製品落下の原因となりますので、必ず、汚れ ・水分等は完全に拭き取って

　からプレート受けを貼り付けてください。

・ 凹凸のある壁紙、布壁、土壁・砂壁、ベニヤなどのザラザラした面には貼り付けられません。

・ フッ素コーティングなどが施してあるタイル地には取付けられません。

　落下する恐れがあります。

・ 下地がタイル地の場合、プレート受けがタイル目地にかからないようにしてください。 

　両面テープが剥がれ、製品が落下する可能性があります。

・ ユニットバスなどに多く用いられる中空樹脂枠を使用した窓枠への取付けはおやめください。

　 突っ張る力が大きくかかるため、取付け面の樹脂枠などが破損する場合があります。

・ プレート受けの位置は、前後左右が水平になるようにしてください。 ヘッ ドボックスが傾いたまま

　 取付けると製品落下の原因になります。

注意

・ 取付け後プレート受けから出たシール部は絶対にカッター等で切らないで、出たシール部

　は折り込んでボ ックスカバーに収めてください。 このテープはブラインドを取外す時にシー

 　ル部を引っ張る と接着面が残らず壁面から剥がれる両面テープを使用しております。

（壁面が壁紙の場合、種類によっては両面テープを剥がす際に壁紙が剥がれる場合があります。）  

・ 製品本体取付け時には、プレート受けにヘッドボックスが確実に固定されていることを確認

　してください。 確実に固定されていないと製品が落下し、 思わぬけがをすることがあります。 

注意

・プレート受けを外す際、 出ている両面テープ を接着面と平行 （矢印の方向）に剥が れる

  まで ゆっ くりと引っ張ってください。 この時、なかなか剥がれない場合は一度に無理に剥が

  そうとせずに何度か引っ張って徐々に剥がしてください。 急激に両面テープを引っ張り剥が

  そうとしますとテープが切れてしまったり、 または壁紙が剥がれる可能性があります。   

※壁紙の種類によっては 、 両面テープを剥がす際に壁紙が剥がれる場合がありますので

   ご注意くださ い。 

※接着面に対して垂直に両面テープ を引っ張らないでくださ い。 テープが剥がれてしまう

   場合があります。

注意

プレート受け 

下端 

貼り付け

カチッと音がするまで回す 

※イラストは右操作になります。

ボックスカバーを矢印の方向へスライドさせる  

両面テープ下端を内側に折り曲げる 

イコライザー

サイドブラケット

溝

ダイヤル

ラダーコード

テープホルダー

出る 

左側 ： 手前に回す 右側 ： 奥に回す 

出る 

工具などは破損に繋がる為、使用しないでください。 

２ 

１ 
２ 

１ 

①スラットを上部にたたみ込みます。

②右図のようにレバーを操作し、固定を解除します。

③ダイヤルを右図のように緩めます。
※ダイヤルを操作するときは、 製品が落下しないように必ず

　 製品を支えながら作業してください。

④プレート受けのツメからサイドブラケットを外し、 製品を取外します。

⑤プレート受けの下から出ている両面テープを引っ張ると、両面テープがのびてプレート受けが外れます。

※再度製品を取付ける際は、 お手数ですがお買上げ頂いた販売店にて部品手配 （両面テープ） を

   お願い致します。

●取外し方法

カチッと音がするまで回す 

戻る

左側 ： 奥に回す 右側 ： 手前に回す 

戻る

＜降ろすとき＞ ＜上げるとき＞

・ ブラインドがたたみ込まれた状態では高さ調整を行わないでください。

・ 高さ調整で高さを縮められるのはスラット１枚分です。 それ以上無理にダイヤルを回さ
　ないでください。 部品破損の原因となります。

※ボ トムレールと一番下のスラットとの間に隙間がなくなったら、それ以上無理にダイヤル
　 を回さないでください。

注意

注意

プレート受け 

両面テープ 

プレート受け上部 
強く
押し付ける 


